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観光都市「京都」を遡る  

      －新出絵巻で探る名所と人権ゆかりの地－  

                             山路興造  

第３回  2018 年８月８日分レジメ  

 

 第 2 回分続き  

（５紙）は３紙に続けて誓願寺以南の寺町通りを、南に向かって腹帯地蔵・

蛸薬師・六条道場・四条道場・冠者殿社・大雲院と進む。  

（上段）  

    はらおびのちぞう（腹帯の地蔵）―  

     蛸薬師（妙心寺）の北側にあり、清帯寺と称した。この寺の本尊は

腹帯地蔵と称され、安産の地蔵とし多くの女性の信仰を集めた。天

正 13 年（ 1585）に当地に移る以前は、新町下立売にあり、鎌倉時代

から信仰があったという。明治６年に廃寺となった。願を掛けて安

産に済めば帯を奉納した。    

        たこやくし（蛸薬師）  

     現在は妙心寺と号す浄土宗の寺であるが、これは明治 16 年以降の名

称で、江戸時代は円福寺と号した。蛸薬師と俗称する石像薬師像を

本尊とする。      

    くわじやどの（冠者殿）→この解説は間違い。  

          慶 長 年 間 以 降 に 四 条 寺 町 東 入 る の 祇 園 社 御 旅 所 に 遷 さ れ      

た 祇 園 社 境 外 摂 社 。 以 前 は 烏 丸 高 辻 北 に あ っ た 大 政 所 社      

に鎮座していた。商売繁盛の神として信仰があった。付近は祇園社

の御旅所である。  

（下段）  

    六条のどぢやう（六条の道場）  

     正式名称は歓喜光寺。時宗の寺で近世以前は六条河原院跡地にあっ

たためこの名で呼ぶが、天正末年以降明治 40 年までは、寺町錦小路

に位置した。錦天満宮の南、四条道場金蓮寺の北側。錦天満宮はこ

の寺の鎮守社。    

    四条のどぢやう（四条の道場）  

     同じく時宗の寺で。六条道場の南隣に位置する。金蓮寺と称し、鎌

倉時代の創建当初から東京極（寺町）四条のこの地にあった。    

    てひあん（貞安）  

     四条道場の四条通りを挟んで南側にあった浄土宗大雲院のことで、

貞安は安土宗論の勝者で当寺開祖の名に因む。昭和 47 年に八坂神社

の東に移転した。  

        

○豊臣秀吉による京都改造  

 京都は永禄 11 年（ 1568）9 月の織田信長京都入京を契機として新しい時代に
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転換するが、町そのものが大きく変貌するのは豊臣秀吉の時代になってから

である。古代都市が、聚楽第を城とした城下町に変えられるといってもよい。 

 ①  天正 18 年（ 1590）から始める町割の整備。  

  聚楽第を中心とした大名屋敷の整備。公家町の整備。  

 ②  天正 13 年以降、天正 19 年の間に、洛中の寺院の多くが、東京極大路の

東側に寺地をあたえられて移転。寺町通りが成立する。その数 120 ヵ寺程

とされるが、塔頭などを含めると膨大となる。また下御霊社や市姫神社、

祇園御旅所など神社も移転させられている。資料１  

 ③  お土居の構築（全長５里 26 町）―天正 19 年閏１月以降  お土居の開口

部（１０ヵ所以上あった）。資料２  

 ④  五条橋の移転（新大仏橋）。  

 ⑤  城下町のセオリーとしての被差別民集落の移転。余部（天部）  

  天正 15 年、中世期以来の余部の地が大雲院に与えられ、三条橋東の地に移

転させられる。  

 

○六条道場歓喜光寺  一遍上人の弟子聖戒によって創建された地は、六条河原

院跡地であった故に六条道場と呼ばれる。その後烏丸高辻などに移転。秀吉

によって京極錦南に移る。錦天満宮はその鎮守社。国宝「一遍聖絵」を所蔵。 

 明治５年、錦天満宮を分離。同 40 年に東山五条に移転。さらに昭和 50 年に

山科に移転する。  

○四条道場金蓮寺  四条大路北・東京極大路東に鎌倉時代末期に創建される。

延文元年（ 1356）にその周辺一帯（四条京極四町々）が足利義詮によって佐々

木道誉に与えられ、その邸となったが、道誉はその一部を金蓮寺に寄進した

といわれる。染殿寺蔵は金蓮寺内にあった地蔵堂である。  

○大雲院  織田信長の命によって行われた浄土宗の安土宗と日蓮宗の宗論に勝

った貞安によって二条烏丸に建立された寺院。寺名は織田信忠の法号による。

秀吉の命で天正 18 年に余部屋敷の地に移転した。昭和 47 年までこの地にあ

ったが、八坂神社の東南に移転した。塔頭は 12 あったとされるが、本光院・

是住院・信養院・南昌院の４院は、現在でも旧地に残る。  

○冠者殿社  俗に誓文返しの神という。偽証の罪を救うとされる。参詣日は旧

暦 11 月 20 日（明治以降は 10 月 20 日）とされた。祇園や先斗町の芸妓が無

言参りも同種の信仰であるが、近年は祇園祭の神輿が渡御する頃におこなわ

れるようである。隣に悪王子社が祀られる。  

○祇園御旅所  本来、烏丸仏光寺以南、烏丸高辻までの東側方一町を占めてい

た大政所御旅所（中御座と八王子）と、車屋町通・夷川付近にあった少将井

御旅所を（西御座）が、秀吉によって天正 19 年に移転させられて成立した。

それ以前よりこの地には冠者殿社（東京極四条の南東角付近）があった。  

 御旅所は四条通りを挟んで両側にあり、中御座と八王子の神輿は北側の御旅

所、少将井の神輿は南側の御旅所に安置された。  

  北側に太神宮と稲荷社、南側に御旅所があったというが疑問。  
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資料２  秀吉の構築した「お土居」・寺町（『京都の歴史  ４』より）  
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資料３江戸時代前期の祇園御旅所（サントリー美術館本「四条河原図巻」より） 

  

←東                                 西→   

 

資料４中世末期の余部屋敷（余部集落）・冠者殿社  

（太田美術館蔵「洛外名所図」（四条橋西詰の鳥居は天文 13 年流失）  

）  

  

大雲院文書「余部屋敷之内、浄教寺・透玄寺・春長寺事、末代共可為大雲院次

第候、仍為後日状、如件、  天正拾九八月二日   民部卿法印玄以   大雲院」 

という文書がある。余部屋敷の範囲は浄教寺・透玄寺・春長寺を含む大雲院の

寺地であった。  

資料５余部屋敷の範囲（下坂守論文「中世「四条河原」考」より転載）  

   



                                  資料１  
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